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(典拠にある「CFC1984 副題」とは、ウェストミンスター信仰告白から PCUSA 信仰告白、CPC 信仰告白 1814 年版、1883 年版、1984 年版の変遷

を比較検討して、1984 年版の現代の理解をまとめたものである。※作成 2005.11 日本中会神学社会委員会) 

(恵みの応答) 

１． キリスト者は、生活のすべての領域に責任があります 

 私たちは、恵みへの応答として、生活のすべての領域において、神と隣人に仕えます。 
CFC1984 /6.01 副題「罪責と刑罰への恐れからではなく、恵みへの応答としての奉仕(生き方)」 
CFC1984 /6.03 副題「キリスト者は罪を犯すためではなく、主に仕えるために自由とされている」 

CFC1984/6.04・6.05 副題「キリスト者の自由と良心は、責任を要する（従うこととたたかうこと）」 
CFC1984 /6.06・6.08 副題「良い行いは、信仰による恵みへの応答である」 
CFC1984 /6.07 副題「神は、信仰者の恵みへの応答を、その不完全さを超えて受け入れてくださる」 

CFC1984 /6.09 副題「良い行いは、すべての領域にわたる」 
CFC1984 /6.10-6.12 副題「キリスト者の賜物は、すべての人々と分かち合うものであり、それは神への感謝から生まれる。」 

   

 (自由と良心) 

２. キリスト者は、キリストにある自由と良心によって生きます 

私たちは、神のみが私たちの良心の主であることを告白します。それゆえ、私たちは、究極的な忠

誠をイエス・キリスト以外のいかなる政府、国家に対しても決して譲り渡しません。 
CFC1984 /6.02 副題「神のみが良心の主であり、キリスト者を自由にする」 

CFC1984 /6.04・6.05 副題「キリスト者の自由と良心は、責任を要する（従うこととたたかうこと）」 
    

(社会参与) 

３. キリスト者は、この世の政治に神の目的を告げます 

 私たちは、与えられている機会を用いて、この世の政治に参加し、この世の政治が、神が与えた目

的に従い、義務を遂行できるように働きかけます。 
  CFC1984 /6.27 副題「この世の政治は、被造物が正義と秩序の原理のもと生きることを目的とする」 

CFC1984 /6.28 副題「キリスト者は、この世の政治に参加する」 

CFC1984 /6.29 副題「この世の政治は、宗教に干渉せず、信教の自由を保障する義務を持つ」 
   

(社会的責任) 

４．キリスト者は、苦しんでいる人たちと共に生きます 

 私たちは、基本的な人間の尊厳を傷つけられ、そこなわれた人々を擁護し、すべての抑圧状況に反

対し、抵抗し、具体的な変革を求めていきます。 
CFC1984 /6.30～6.32 副題「契約共同体は、抑圧状況を変革し、基本的人間の尊厳を擁護し、和解の務めを果たす」 

   CPC1984CF/6.22(CPC信仰告白1984、以下CPC1984CFと記す) 教会は、たとえば肉体的病いや精神的病い、経済的困窮、 

自然災害、不注意による事故、あるいは死、などあらゆる災いに会った人々の必要に仕える責任がある。 
   

(変革の方法) 

５. キリスト者は、この世の力ではなく、キリストの愛によって変革をします 

 私たちは、武力や力に頼らず、善をもって悪に打ち勝つキリストの愛によって変革を求め、行動し

ます。 
CFC1984 /6.31 副題「契約共同体は、人間の尊厳をそこなわれたすべての人々(暴力・法律・社会によって抑圧されている人々) 

を擁護し、すべての人に対する不当な事柄に反対し、キリストの善をもって悪に打ち勝つ具体的な態度と行動を支援する」 

(マタイ5.39、9.35-38,14.14,15.32-39 ; ロマ12:19-21) 
    
(クリスチャン・スチュワードシップ) 

６．キリスト者は、神の賜物を分かち合います 

 私たちは、私たちに与えられた賜物を、神への感謝として、すべての人々と、特に貧しい人々と分

かち合います。 
CFC1984 /6.10～6.12 副題「キリスト者の賜物は、全ての人々と分かち合うものであり、それは神への感謝から生まれる」 

    
(武力による解決の放棄) 

７．キリスト者は、平和を実現します 

 私たちは、戦争など、不必要な苦しみや死を引き起すすべての悪を忌み嫌い、すべての人々の間に、

和解と、愛と、正義が拡大されることを求めます。 
CFC1984 /6.31 副題「契約共同体は、人間の尊厳をそこなわれたすべての人々(暴力・法律・社会によって抑圧されている人々) 

を擁護し、すべての人に対する不当な事柄に反対し、キリストの善をもって悪に打ち勝つ具体的な態度と行動を支援する」 
CFC1984 /7.05～7.08 副題「神の裁きは歴史と現代において経験される」 
CFC1984 /6.32 副題 神が教会に託された和解の務め」 


